
 
 

 

 

 

 

 

 
 

「開校記念日」 

                             校 長 浦井 智治 

 

 ６月２５日（日）、三輪野江小学校は１５０年目の開校記念日でした。６月２７日

（火）の校長講話では、三輪野江小学校の始まりについて子供たちに話をしました。 

 三輪野江小学校は明治６年（１８７３）、時習学校、致高学校、上笹塚学校が寺院を

かりて開設されたのが始まりです。明治８年（１８７５）には時習学校は土場学校に、

致高学校は吉屋学校に名前を変え土場学校の分校として中井学校が設置されたと考えら

れています。明治６年の開校当初は、時習学校は児童数、男子７０名、女子６名、教員

３名、致高学校は児童数、男子９５名、女子１２名、教師２名、そして、上笹塚学校は

児童数、男子２４名、女子７名、教師１名でした。３つの学校を合計すると児童数、男

子１８９名、女子２５名、合計で２１４名。現在の三輪野江小学校の児童数１９５名と

１９名しか違わないのです。 

そして、明治２７年（１８９４）に土場学校は、土場の藤波治助屋敷跡に校舎を新築

し「第一 三輪尋常小学校」と改称しました。そして、分校の中井学校が「第二 三輪

尋常小学校」となりました。さらに、明治４１年（１９０８）に第一・第二 三輪尋常

小学校と深井新田尋常小学校が合併して、三輪野江尋常小学校になりました。翌明治４

２年（１９０９）には、大字加藤に校舎が新築されました。 

 三輪野江の三輪という字が使われた明治２７年の三輪尋常小学校第１号の卒業生は、

永瀬金蔵氏の名前が卒業証書授与台帳に期されています。それから、６２２３名の卒業

生が巣立っていきました。 

 開校記念日に改めて教職員一同、三輪野江小学校の歴史の重みを感じ、身が引き締ま

りました。今後とも三輪野江小学校の教育活動に関しましてご理解ご協力をお願いいた

します。 

 

※６月１７日（土）ＰＴＡ家庭教育学級にて学校の教育方針について話をさせていただ

きました。多くの保護者の方にご視聴いただきありがとうございました。その時に見て

いただきました動画につきまして、共有してほしいとの声がありましたので QRコード

を添付いたしました。 

 「What would Christmas be without love?」 

                             
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

吉川市教育大綱 家族を 郷土を 愛し 志を立て 凛として生きてゆく 

 
令和５年７月３日 発行 
 ２日は「なまずの日」 
〒３４２―００２２ 
 吉川市加藤６４１番地 
ＴＥＬ ０４８－９８２－２３３０ 
ＦＡＸ ０４８－９８４－５２７１ 

高齢者の気持ちになって…（福祉教育） 

シリーズで伝える三輪野江小学校の昔話③ 

 

目指せ プロ野球選手（体験学習） 

○み んな くわく○の びのび○え がおで 

 
 

学校教育目標 あきらめず挑戦できる子 
 

・勉強する子・やさしい子・元気な子 
 
児童数 １年２７名 ２年２４名 ３年３０名 ４年３２名 
    ５年３６名 ６年３７名  ひた９名 合計１９５名 

７月の行事予定 
日 曜 行 事 予 定 

１ 土  
２ 日  
３ 月 水泳学習１・６年，３・４年 なまず給食 
４ 火   
５ 水  
６ 木  
７ 金 委員会活動 
８ 土  
９ 日  
10 月 水泳学習 １・４年，２・３年，５・６年 
11 火  
12 水  
13 木  
14 金 4年校外学習（環境センター等）クラブ活動 
15 土   
16 日  
17 月 海の日 
18 火 4時間授業・給食終了日 
19 水 一斉下校・通学路点検 1学期終業式３時間授業 
20 木 ３時間授業・５年生林間学校（栃木県奥日光方面） 

21 金 
夏季休業日開始 

５年生林間学校（栃木県奥日光方方面） 
22 土  

23 日  

24 月 学校保健委員会 
25 火  
26 水  
27 木  
28 金  
29 土  
30 日  
31 月 子ども体験活動（寺子屋）※申込者のみ 

８
/ 
28 

月 特別日課３時間 第２学期始業式 

 

 元プロ野球（西武ライオンズ） 
選手が来校し，３・４年生の児童 
に野球教室をしてくださりました。 
 児童は，ワクワクしながら楽し 
いひと時を過ごしました。 
 
 

 

 
 

  

 ６年生が吉川市社会福祉協議会のご協力をい
ただき，高齢者疑似体験を行いました。体が自
由に動かない簡易装具をつけたり，色の識別が
しにくい眼鏡をつけて，細かいものを箸でつか
んだりしました。体験後は，「とてもよい体験が
でき，高齢者のお手伝いをしてみたい。」という
感想をもつ児童が多くいました。 
 

 学校の正門わきに，二宮尊徳像があります。昔
はどこの学校にもありましたが，老朽化や学校の
立て直し等の理由で，減少しているそうです。本
校の銅像は，昭和３５年１１月２６日に再建さ
れ，除幕式が行われました。再建前は，昭和１５
年に寄贈され，戦争中は武器の一部に加工したた
め，コンクリート像となり， 
何度か造り変えられ，現在 
の銅像となりました。銅像 
の足元に川崎市の小澤様か 
らの寄贈と記されています。 
 現在，この二宮尊徳像は 
市内の学校には，２体しか 
ありません。（もう１体は吉川小にあります） 
 

 夏休み中は，一人一台端末（Chromebook）は家庭で保管し利活用してください。 



 

探求型学習への取り組み 

 ５月号の学校だよりの巻頭にて，本校校長より吉川市が探求型学習（ＰＢ
Ｌ）に取り組んでいることや本校も自分自身の課題を見つける学習への取り
組みを行っていくことをお知らせしました。このことの具現化として，今後
子供たちの学習に関する取り組みを徐々にステップアップさせてまいりま
す。例えばその一例として，授業中の教師からの発問に対して，①自分なり
の考えをもつ。②自分で考えた答えを友達に話す。③友達の話を聞いて，
様々なものの見方や考え方を広める。④新しい課題に気づく という流れを
行いながら，より興味・関心を高めてまいります。また，宿題の出し方を，
一律同じものではなく，自分で教科や範囲，できる時間を自分で決めて，自
分で決めたことに取り組んでいくようなスタイルを導入します。これらは，
学年の発達の段階や児童の実態に応じて導入の時期は異なりますが，これか
らの未来を力強く生き抜く子供たちには必要な力となりますので，この取り
組みについてご理解・ご協力をいただけますよう，お願い申し上げます。 
 


